
令和５年 ２月

ＮＯ.１６３

各種行事・訓練

職場の豆知識

「忘れない」

第３師団隊員紹介コーナー

２府４県近畿の旅
奈良県「町家の雛めぐり」
～時を越え想いを今に伝える～

第５３回定期演奏会『祭り そして祝い』

第５３回定期演奏会
中部方面隊音楽まつり
師団スキー集合訓練
師団格闘集合訓練
航空偵察集合訓練
高槻市総合防災訓練フェス
令和４年度阪神高速道路株式会社総合訓練
令和４年度炊事競技会

近畿の守り人
３Ｄレディー
ただ今奮闘中
趣味あり〼

表紙写真：第５３回定期演奏会 （第３音楽隊）

心を紡ぐハーモニー
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福知山酒吞鬼太鼓（第７普通科連隊）

感動のフィナーレ

司会進行 写真（左）

演奏会の様子

第３音楽隊の演奏

音楽隊長 今井１尉

師
団
は
、
令
和
５
年
２
月
23
日
（
木
）
、
東
リ

い
た

み
ホ
ー
ル
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊

第
３
師
団
第
53
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
た
。

演
奏
会
は
２
部
構
成
か
ら
な
り
、
第
３
音
楽
隊
長
（
今

井
１
尉
）
の
指
揮
の
下
、
第
１
部
で
は
、
祝
典
序
曲
「
オ

リ
ン
ピ
カ
」
の
壮
大
な
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
２
０
２
３
年

度
の
全
国
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
「
煌
め
き
の

朝
」
、
「
ペ
ガ
サ
ス
の
夢
」
の
２
曲
を
含
む
５
曲
を
演
奏

し
た
。

第
２
部
で
は
、
昭
和
52
年
か
ら
数
十
年
に
渡
り
、
第
３

音
楽
隊
に
対
し
て
楽
曲
提
供
や
客
演
指
揮
を
行
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
深
い
交
流
が
あ
り
、
ま
た
、
吹
奏
楽
ポ
ッ
プ
ス

の
父
と
し
て
親
し
ま
れ
る
岩
井

直
溥
（
い
わ
い

な
お
ひ

ろ
）
氏
が
作
編
曲
を
手
掛
け
ら
れ
た
ポ
ッ
プ
ス
マ
ー
チ

「
す
て
き
な
日
々
」
、
「
こ
の
道
」
、
「
ボ
レ
ロ
」
な
ど

５
曲
を
繊
細
か
つ
情
熱
的
に
演
奏
し
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
に
応
え
た
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、

「
ア
フ
リ
カ
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
や
陸
上
自
衛
隊
の
観

閲
行
進
で
も
よ
く
耳
に
す
る
行
進
曲
「
大
空
」
を
演
奏
し
、

奏
者
と
来
場
者
が
ひ
と
つ
と
な
り
、
約
２
時
間
に
わ
た
る

演
奏
会
は
成
功
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

令
和
５
年
１
月
28
日
（
土
）
、

第
３
音
楽
隊
及
び
福
知
山
酒
吞
鬼

太
鼓
（
第
７
普
通
科
連
隊
）
は
、

令
和
４
年
度
中
部
方
面
隊
音
楽
ま

つ
り
に
参
加
し
た
。

第
３
音
楽
隊
は
、
第
１
幕
に
お

い
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会

式
の
入
場
行
進
曲
で
使
用
さ
れ
話

題
と
な
っ
た
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト

３
か
ら
「
ロ
ト
の
テ
ー
マ
」
や
、

国
民
的
ア
ニ
メ
、
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー

ル
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
Ｃ
Ｈ
Ａ—

Ｌ
Ａ—

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｄ—

Ｃ
Ｈ
Ａ—

Ｌ
Ａ
」

を
歌
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
盛
り

上
げ
、
観
客
か
ら
は
笑
顔
と
拍
手

が
沸
き
起
こ
っ
た
。

第
２
幕
に
お
い
て
、
福
知
山
酒

吞
鬼
太
鼓
は
、
中
部
方
面
管
内
の

各
師
団
・
旅
団
代
表
チ
ー
ム
と
合

同
で
阪
神
淡
路
大
震
災
の
レ
ク
イ

エ
ム
曲
と
し
て
作
曲
さ
れ
た
「
大

地
」
を
披
露
し
、
ソ
ロ
で
の
演
武

で
は
12
名
の
隊
員
に
よ
っ
て
山
々

を
吹
き
抜
け
る
風
が
木
々
を
激
し

く
揺
ら
す
様
を
表
現
し
た
楽
曲

「
山
鳴
り
」
を
見
事
な
バ
チ
さ
ば

き
で
披
露
し
、
観
客
を
圧
倒
し
た
。

司
会
進
行
に
は
第
３
音
楽
隊
の

隊
員
が
選
ば
れ
、
音
楽
ま
つ
り
の

盛
況
に
貢
献
し
た
。

ソロパートの演奏
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師
団
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長

前
野
１
佐
）
を
訓
練
担
任
部

隊
と
し
て
、
昨
年
11
月
か
ら
令
和
４

年
度
師
団
格
闘
集
合
訓
練
を
実
施
中

で
あ
る
。

各
部
隊
の
格
闘
優
技
者
は
ミ
ッ
ト

へ
の
打
撃
、
小
銃
を
携
行
し
て
の
受

け
身
、
各
種
関
節
技
、
不
意
急
襲
的

に
攻
撃
し
て
く
る
相
手
へ
の
対
人
格

闘
な
ど
様
々
な
検
定
課
目
を
練
成
し
、

受
検
し
た
。

合
格
し
た
隊
員
は
更
に
、
部
隊
格

闘
指
導
官
認
定
試
験
に
向
け
た
養
成

訓
練
に
臨
ん
で
い
る
。

養
成
訓
練
で
は
、
攻
撃
し
て
く
る

相
手
に
対
す
る
「
制
止
」
「
拘
束
」

「
無
力
化
」
「
連
行
」
ま
で
の
一
連

の
行
動
を
練
成
し
た
ほ
か
、
武
器
を

携
行
す
る
敵
に
対
し
て
の
制
圧
行
動

な
ど
、
近
接
戦
闘
能
力
の
向
上
を
図

っ
た
。

約１０kgの背のうを背負い滑走する隊員

① 制 止

③ 無力化 ④ 連 行

武器を持つ相手との近接戦闘
④ 連 行

② 拘 束

③無力化

拘束要領の再確認

安全・確実に斜面を降りる練成アキオ(ソリ)を引きながらの行進訓練

力を合わせ急斜面を前進

師
団
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

前
野
１
佐
）
を
訓
練
担
任
部
隊
と
し

て
、
１
月
下
旬
か
ら
、
師
団
ス
キ
ー
集
合
訓
練
を
実
施
中
で
あ
る
。

訓
練
に
参
加
す
る
隊
員
た
ち
は
、
「
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
」
に
必
要
な
ス
キ
ー

技
術
、
指
導
法
及
び
学
科
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
訓
練
の
最
終
段
階
に
は
指
導

官
認
定
試
験
を
受
験
す
る
。

集
合
訓
練
で
は
、
安
全
か
つ
確
実
に
滑
り
降
り
る
技
術
や
、
約
10
㎏
の
重
量
物

を
背
負
い
な
が
ら
の
滑
走
、
ア
キ
オ
（
ソ
リ
）
を
引
き
な
が
ら
の
行
進
訓
練
な
ど
、

高
い
技
術
と
旺
盛
な
気
力
・
体
力
が
求
め
ら
れ
る
中
、
参
加
隊
員
全
員
が
一
致
団

結
し
、
ス
キ
ー
練
度
の
向
上
を
図
っ
た
。
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第
３
飛
行
隊
（
隊
長

小
坂
２
佐
）
は
、
八
尾
駐
屯
地
に

お
い
て
、
航
空
偵
察
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

集
合
訓
練
に
は
各
普
通
科
連
隊
の
隊
員
が
参
加
し
、
航
空

科
部
隊
の
基
本
的
な
編
成
、
行
動
等
に
関
す
る
教
育
を
受
け

る
と
と
も
に
、
航
空
機
を
安
全
か
つ
所
望
の
場
所
に
確
実
に

着
陸
さ
せ
る
た
め
の
航
空
機
誘
導
を
演
練
し
た
。

とんかつを揚げる隊員

優勝した本部管理中隊

頭を悩ませる審査員たち

第
36
普
通
科
連
隊
（
連
隊

長

三
島
１
佐
）
は
、
１
月

29
日
（
日
）
、
大
阪
府
高
槻

市
の
安
満
（
あ
ま
）
遺
跡
公

園
で
実
施
さ
れ
た
「
高
槻
市

総
合
防
災
訓
練
フ
ェ
ス
」
に

参
加
し
た
。

訓
練
で
は
、
人
命
救
助
活

動
、
炊
事
車
に
よ
る
調
理
、

各
種
車
両
や
装
備
品
の
展
示

を
行
い
、
来
場
者
の
防
災
意

識
の
向
上
に
寄
与
し
た
。

手信号による誘導「ホバリング」を行う隊員

倒壊家屋からの人命救助

千切りキャベツもあっという間に完成

炊事車ではカレーを調理

偵察用オートバイの装備品展示道路のフラット化

訓練後の意見交換

飛行経路の選定

航空偵察教育

第
３
施
設
大
隊
（
隊
長

林
田
２
佐
）
は
、
２
月
７
日
（
火
）
、

大
阪
府
堺
市
で
行
わ
れ
た
「
令
和
４
年
度
阪
神
高
速
道
路
株
式

会
社
総
合
訓
練
」
に
参
加
し
た
。

訓
練
は
、
地
震
に
よ
る
道
路
の
亀
裂
、
隆
起
等
の
発
生
を
想

定
し
、
大
隊
は
、
作
成
し
た
土
の
う
袋
を
積
み
上
げ
、
フ
ラ
ッ

ト
化
し
て
車
両
が
通
行
で
き
る
よ
う
処
置
す
る
な
ど
、
阪
神
高

速
道
路
株
式
会
社
と
共
同
し
て
応
急
復
旧
能
力
を
強
化
し
た
。

訓
練
後
、
意
見
交
換
を
行
い
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図

っ
た
。

第
37
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

東
１
佐
）
は
、
「
令
和
４
年
度
炊
事

競
技
会
」
を
実
施
し
た
。

本
競
技
会
は
、
各
中
隊
５
人
１
組
の
チ
ー
ム
を
も
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
と
ん
か
つ
料
理
を
競
い
合
っ
た
。

ど
の
中
隊
も
衛
生
面
、
安
全
面
、
味
付
け
等
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
評
価

す
る
審
査
員
の
頭
を
非
常
に
悩
ま
せ
た
結
果
、
『
本
部
管
理
中
隊
』
が
優

勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

各
中
隊
は
、
本
炊
事
競
技
会
を
通
じ
て
炊
事
能
力
の
更
な
る
向
上
を
図

っ
た
。



今
回
は
、
第
３
特
科
隊
第
４
中
隊
前
進
観
測
班
に

所
属
す
る
中
野

恭
佑
（
な
か
の

き
ょ
う
す
け
）

２
尉
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

入
校
時
期
と
期
別
は
。

Ａ

平
成
30
年
３
月
に
一
般
幹
部
候
補
生
と
し
て
入

校
し
ま
し
た
。
期
別
は
18
Ｕ
で
す
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
た
き
っ
か
け
（
動
機
）
は
。

Ａ

野
戦
特
科
が
保
有
す
る
２
０
３
㎜
自
走
り
ゅ
う

弾
砲
の
空
包
射
撃
の
衝
撃
に
心
打
た
れ
、
こ
の
部

隊
の
指
揮
を
執
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
候
補
生
学
校
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

総
合
訓
練
に
お
い
て
、
１
０
０
㎞
の
行
進
訓
練

か
ら
続
く
攻
撃
で
、
最
後
に
５
．
５
６
ｍ
ｍ
機
関

銃
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
を
持
っ
て
突
撃
、
攻
撃
目
標
を

奪
取
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

幹
部
と
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は
。

Ａ

自
分
の
計
画
し
た
訓
練
や
事
業
が
無
事
に
終
わ

っ
た
後
に
、
実
施
前
に
比
べ
て
部
隊
の
成
長
を
感

じ
た
と
き
で
す
。

Ｑ

幹
部
任
官
後
、
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

中
隊
訓
練
検
閲
実
施
前
に
行
わ
れ
た
Ｃ
Ｐ
Ｘ
で

す
。
不
慣
れ
な
中
、
中
隊
の
部
隊
行
動
計
画
作
成

業
務
に
従
事
し
、
非
常
に
苦
労
し
ま
し
た
。

Ｑ

幹
部
に
な
っ
て
何
か
変
化
は
。

Ａ

陸
士
の
と
き
と
違
っ
て
、
幹
部
と
し
て
の
扱
い

を
受
け
る
の
で
言
動
や
立
ち
振
る
舞
い
に
は
気
を

付
け
て
い
ま
す
。

Ｑ

部
隊
等
の
隊
員
に
一
言

Ａ

こ
の
度
、
異
動
と
な
り
、
残
り
少
な
い
中
隊
で

の
勤
務
に
な
り
ま
す
が
、
最
後
ま
で
中
隊
の
た
め

に
奮
励
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

第３飛行隊整備班

３等陸曹 西村 めぐ

今
回
は
、
第
３
飛
行
隊
整
備
班
に
所
属
す
る
西

村

め
ぐ
（
に
し
む
ら

め
ぐ
）
３
曹
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

西
村
３
曹
は
、
飛
行
隊
員
か
ら
信
頼
の
厚
い
航

空
機
整
備
陸
曹
で
あ
り
、
Ｕ
Ｈ-

１
Ｊ
の
整
備
員

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
部
隊
の
ム
ー

ド
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
風
通
し
の
良
い
職
場
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

広
報
官
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
説
明
を
聞
く
う

ち
に
仕
事
内
容
に
魅
力
を
感
じ
入
隊
し
ま
し
た
。

Ｑ

部
隊
の
魅
力
・
や
り
が
い
は
。

Ａ

時
々
空
を
飛
べ
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

心
に
残
る
経
験
は
。

Ａ

新
隊
員
後
期
教
育
で
初
め
て
航
空
機
に
搭
乗

し
た
事
で
す
。

Ｑ

尊
敬
す
る
人
は
。

Ａ

３
年
上
の
先
輩
で
す
。
営
内
班
長
の
頃
か
ら

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
、
努
力
家
な
所
を
尊
敬

し
て
い
ま
す
。

Ｑ

趣
味
は
。

Ａ

お
酒
を
飲
む
こ
と
で
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
は
。

Ａ

考
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
陸
曹
と
し
て

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
動
き
、
部
隊
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

楽
し
い
こ
と
が
好
き
な
の
で
仕
事
で
も
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
で
も
考
え
込
む
よ
り
、
ま
ず
は
行
動

し
、
人
生
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

第７普通科連隊第３中隊

３等陸曹 尾崎 陸也

第３特科隊第４中隊

２等陸尉 中野 恭佑

４ ３ 師 団 だ よ り 第１６３号 令和５年（２０２３年） ２月

森上士長

警備訓練の状況

今
回
は
、
第
７
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊
に

所
属
す
る
尾
崎

陸
也
（
お
ざ
き

り
く

や
）
３
曹
の
趣
味
「
釣
り
」
と
「
カ
メ
ラ
」

を
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
の
趣
味
で
あ
る
釣
り
は
、
親
と
サ

ビ
キ
釣
り
に
行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
は
、
琵
琶
湖
で
バ
ス
釣
り
を
始
め

た
り
、
ア
ジ
を
釣
る
ア
ジ
ン
グ
や
、
青
物
を

狙
う
ジ
ギ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

釣
り
の
醍
醐
味
は
自
然
を
直
に
感
じ
ら
れ

る
こ
と
で
す
。
魚
と
の
駆
け
引
き
を
制
し
て

釣
れ
た
時
は
と
て
も
感
動
し
ま
す
。
ま
た
、

自
分
で
釣
っ
た
新
鮮
な
魚
が
食
べ
ら
れ
る
の

も
オ
ス
ス
メ
の
ひ
と
つ
で
す
。

二
つ
目
の
趣
味
で
あ
る
カ
メ
ラ
は
、
部
隊

の
先
輩
が
撮
っ
た
写
真
に
感
銘
を
受
け
た
の

を
き
っ
か
け
に
２
年
ほ
ど
前
か
ら
始
め
た
も

の
で
す
。
カ
メ
ラ
の
魅
力
は
、
旅
行
先
や
、

お
出
か
け
し
た
際
に
記
憶
だ
け
で
な
く
、
記

録
に
も
残
せ
る
こ
と
で
す
。
撮
影
方
法
も
さ

ま
ざ
ま
で
、
面
白
い
画
が
撮
れ
る
と
と
て
も

楽
し
い
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
遠
出
す
る
の

が
楽
し
く
な
り
、
い
つ
も
何
気
な
く
見
て
い

る
景
色
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
趣
味
が
あ
る
お
か
げ
で
充
実

し
た
休
日
を
過
ご

せ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
趣
味

を
探
し
て
る
方
々

が
い
ま
し
た
ら
是

非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

※

猫
の
写
真
は
旅
行
先
（
岐
阜
）
で
の
写
真

多
く
の
国
で
は
普
段
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
時
に

必
要
と
な
る
防
衛
力
を
確
保
す
る
た
め
、
予
備
役

制
度
を
整
備
し
て
い
る
。

日
本
で
は
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
「
即

応
予
備
自
衛
官
」
、
「
予
備
自
衛
官
」
、
「
予
備

自
衛
官
補
」
の
３
つ
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
普
段
は
一
般
の
企
業
で
勤
務
し
な
が

ら
、
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用
さ
れ
、
４
回
目
の

招
集
訓
練
に
参
加
し
た
森
上

拓
馬
（
も
り
が
み

た
く
ま
）
士
長
に
話
を
聞
い
た
。

森
上
士
長
は
、
高
校
卒
業
後
、
自
衛
隊
へ
の
入

隊
を
考
え
て
い
た
が
諸
事
情
に
よ
り
進
学
へ
の
道

を
選
択
。
大
学
を
卒
業
後
、
一
般
企
業
に
就
職
す

る
も
、
か
つ
て
の
自
衛
官
へ
の
憧
れ
と
有
事
の
際

に
国
防
の
一
助
に
な
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
平

成
27
年
７
月
に
予
備
自
衛
官
を
志
願
し
た
。

数
次
の
教
育
訓
練
を
経
て
、
平
成
31
年
２
月
に

予
備
自
衛
官
に
任
用
さ
れ
た
。

森
上
士
長
は
、
予
備
自
衛
官
の
や
り
が
い
に
つ

い
て
、
「
国
防
に
任
ず
る
一
員
に
な
れ
る
喜
び
と
、

日
常
の
視
野
が
広
が
る
こ
と
」
と
述
べ
、
「
現
在
、

列
車
の
乗
務
員
と
し
て
公
共
交
通
機
関
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
訓
練
を
通
じ
、
対
テ
ロ
行
動
へ
の

対
応
や
救
命
活
動
な
ど
、
高
い
レ
ベ
ル
の
考
え
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
仕
事
に
活
か
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
語
る
。

森
上
士
長
は
、
最
後
に
「
予
備
自
衛
官
制
度
を

理
解
し
て
送
り
出
し
て
く
れ
て
い
る
職
場
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
後
の
目
標
は
特
技
を
取
得
し
て

機
会
が
あ
れ
ば
即
応
予
備
自
衛
官
へ
の
道
に
進
み

た
い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

知
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
ま
り
知
ら
な
い

近
畿
２
府
４
県
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

○所在地 奈良県高市郡高取町大字上土佐２０－２

○期 間 ３月１日（水）～３１日（金）

天段の雛（５００体の雛人形・市松人形）

５ ３ 師 団 だ よ り 第１６３号 令和５年（２０２３年） ２月

１

２ 壷阪寺の大雛曼荼羅

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ Twitter

第３師団ホームページでは、過去の
３師団だよりや、開催予定イベントの紹介
などを逐次更新しています！
Ｔｗｉｔｔｅｒ（ツイッター）も更新し

ているので、是非遊びに来てくださいね！

ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽ

ﾏｽｸ着用

【ＱＲコード】

マメ

著
：
ジ
ョ
シ
ュ
ア

「

忘

れ

な

い

」

１

２

今
回
は
、
奈
良
県
高
取
町
の
「
町
家
の
雛
め
ぐ
り
」
を
紹
介
し
ま
す
。

高
取
町
は
日
本
一
の
山
城
「
高
取
城
」
の
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
土

佐
街
道
沿
い
に
は
古
い
町
家
が
今
も
な
お
現
存
し
て
い
ま
す
。

毎
年
３
月
に
開
催
さ
れ
る
「
町
家
の
雛
め
ぐ
り
」
で
は
、
高
取
町
の

街
道
筋
の
町
家
、
商
店
等
に
お
雛
様
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

今
年
で
17
回
目
を
迎
え
る
本
イ
ベ
ン
ト
の
見
ど
こ
ろ
は
、
メ
イ
ン
会

場
『
街
の
駅
城
跡
』
に
お
い
て
天
段
の
雛
と
呼
ば
れ
る
17
段
５
０
０
体

に
も
お
よ
ぶ
色
と
り
ど
り
の
雛
人
形
と
市
松
人
形
の
展
示
で
す
。
ま
た
、

壺
阪
寺
（
つ
ぼ
さ
か
で
ら
）
に
お
い
て
日
本
最
大
級
の
大
雛
曼
荼
羅

（
だ
い
ひ
な
ま
ん
だ
ら
）
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
個
性
あ
ふ
れ
る
人
形

の
数
々
に
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

街
道
沿
い
の
町
家
に
は
中
に
入
っ
て
見
学
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

ゆ
っ
く
り
と
散
策
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
訪
れ
る
際
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を

踏
ま
え
、
し
っ
か
り
と
対
策
し
て
訪
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

○所在地 奈良県高市郡高取町壺阪３

○期 間 ４月１８日（火）まで

あ
の
時
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て
関
わ
っ
た
方

か
ら
こ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
数

年
前
、
あ
る
部
署
に
仕
事
の
調
整
で
電
話
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
時
、
調
整
相
手
と
し
て
電
話
で
対
応
し
て
く

れ
た
の
が
、
か
つ
て
職
務
上
で
関
係

の
あ
っ
た
後
輩
隊
員
で
し
た
。
「
あ

の
時
か
け
て
い
た
だ
い
た
言
葉
の
お

か
げ
で
退
職
せ
ず
に
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

い
つ
も
な
が
ら
さ
っ
ぱ
り
覚
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

相
手
は
こ
ち
ら
の
言
っ
た
こ
と
や

し
た
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
は
多
々
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
」
の
お

話
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
１
８
９
０

年
（
明
治
23
年
）
和
歌
山
県
の
沖
合
で

オ
ス
マ
ン
帝
国
（
現
ト
ル
コ
）
の
親
善

訪
日
使
節
団
を
乗
せ
た
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル

ル
号
が
和
歌
山
県
の
沖
合
で
沈
没
し
、

流
れ
着
い
た
漂
流
者
を
大
島
村
（
現
串

本
町
）
の
住
民
が
助
け
、
最
終
的
に
日

本
国
と
し
て
オ
ス
マ
ン
帝
国
ま
で
無
事

に
送
り
届
け
ま
し
た
。

時
は
流
れ
、
１
９
８
５
年
（
昭
和
60
年
）
、
イ
ラ
ン
・
イ

ラ
ク
戦
争
が
勃
発
。
国
外
脱
出
の
た
め
に

各
国
の
航
空
機
が
次
々
と
自
国
民
を
乗
せ

飛
び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
混
乱
に
よ
り

日
本
人
の
国
外
脱
出
が
ギ
リ
ギ
リ
と
な
っ

て
し
ま
い
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
と
い
う
場

面
で
、
航
空
機
を
出
し
て
く
れ
た
の
が
ト

ル
コ
で
し
た
。
約
１
０
０
年
前
の
恩
を
忘

れ
ず
、
困
っ
た
と
き
に
手
を
差
し
伸
べ
て

く
れ
た
の
で
す
。

今
回
の
「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
」
の
お
話
し
に
つ
い
て
、

も
っ
と
知
り
た
い
方
は
、
第
３
師
団
が
防
衛
・
警
備
を
担
当

し
て
い
る
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
串
本
町
の
樫
野
崎
灯
台
や
ト

ル
コ
記
念
館
に
ぜ
ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
小
説
「
坂
の

上
の
雲
」
が
お
好
き
な
方
に
も
お
ス
ス
メ
で
す
。


